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This study evaluates the function and outcomes of an Open-air Market as a strong distribution channel in the 
local food system from the viewpoint of consumer behavior. Results clarify how an Open-air Market can be 
used by farmers to develop the local food system. Many and various kinds of Open-air Markets have come to be 
strong distribution channels worldwide. This study examines “Tsuku-Ichi” in Ibaraki prefecture as an analytical 
example of a market that might strongly impact on the local food system. This case study of “Tsuku-Ichi”, based 
on our interviews of consumers in this market, reveals that it actually has high-impact on the local food system 
only in the case of interaction between processed food producers and consumers. Consequently, it cannot play 
such a strong role in deepening the interaction between farm producers and consumers.
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ト （以下， FM） が増加している。米国農務省の調査
によると、1994年には全米で 1,775件だったもの







































































































た。具体的に、全国の産地直売所 （注 7） は、2005年
にはおよそ 13,500施設であったが、2010年にはお
よそ 16,800施設と増加傾向にある。この動向を地
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施設 （13.7％） が農業協同組合であり、450施設 
（2.7％） が第三セクター、203施設 （1.2％） が地方































































　　　＝ 2005 年、2010 年世界農林業センサスより＝














明治以前から続いている、生活市 （注 8） としての機
能が地域の人々に依然として求められている飛騨






















地方公共団体 第 3セクター 農業協同組合 その他
全　国
16,816 203 450 2,304 13,859
（100.0） （1.2） （2.7） （13.7） （82.4）
北海道
854 11 17 67 759
（100.0） （1.3） （2.0） （7.8） （88.9）
東　北
1,863 15 56 208 1,584
（100.0） （0.8） （3.0） （11.2） （85.0）
北　陸
961 7 33 159 762
（100.0） （0.7） （3.4） （16.5） （79.3）
関　東
5,174 65 48 561 4,500
（100.0） （1.3） （0.9） （10.8） （87.0）
東　山
1,349 12 28 128 1,181
（100.0） （0.9） （2.1） （9.5） （87.5）
東　海
1,684 10 33 321 1,320
（100.0） （0.6） （2.0） （19.1） （78.4）
近　畿
1,320 20 50 231 1,019
（100.0） （1.5） （3.8） （17.5） （77.2）
中　国
1,095 21 40 207 827
（100.0） （1.9） （3.7） （18.9） （75.5）
四　国
560 8 40 157 355
（100.0） （1.4） （7.1） （28.0） （63.4）
九州・沖縄
1,956 34 105 265 1,552




表 2　産地直売所の運営主体に関する地域別特徴　＝ 2010 年世界農林業センサスより＝
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ファーマーズマーケット ○ ○ ○ ○ ○ △ ○
スローフード運動 ○ ○ ○ ○ ○ ○
軽トラ市 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○











































収数は 104、うち有効回答数は 89であった （注 14）。
回答者の属性を表 5に示す。まず、性別では、 
「女性」 が 6割以上を占めている。年齢では 「30代」、
「40代」 を合わせると 7割以上を占めている。同行
人数をみると、「2人」、「3人」 が 7割以上であり、 
「2人」 の場合は夫婦または親子、「3人」 の場合は
夫婦と幼い子供というグループ構成が多い。住所
では、「市内」 が 7割弱で、県外からの来場者もい 
る。また、「市内」 からの来場者に限定してみると、
ほぼ全員がつくば市に引っ越してきた人である。
















































していない」 をそれぞれ 「－ 1」、「0」、「1」 と点数
化し、各項目の平均点を求めた （表 7）。
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「生鮮食品」 の購入に関する項目 （A） から （C） と 














































項目 期待 満足 p値
（Ａ）地場産の生鮮食品を購入することができる 0.24 0.16 0.398
（Ｂ）こだわりの生鮮食品を購入することができる 0.23 0.21 0.648
（Ｃ）質の良い生鮮食品を購入することができる 0.43 0.28 0.098
（Ｄ）地場産の加工商品を購入することができる 0.51 0.37 0.084
（Ｅ）こだわりの加工商品を購入することができる 0.42 0.34 0.191
（Ｆ）質の良い加工商品を購入することができる 0.53 0.52 0.421
（Ｇ）手作りの商品を購入することができる 0.52 0.52 0.206
（Ｈ）生産者とのコミュニケーション 0.40 0.23 0.123
（Ｉ）来場者間でのコミュニケーション -0.09 -0.32 0.270
（Ｊ）新しいお店を知ることができる 0.75 0.71 0.624
（Ｋ）多くのお店が一堂に会している 0.72 0.40 0.000
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の貢献－茨城県 「つくいち」 を事例に－」学士 （生
物資源科学） を再構成したものである。また、本
研究の実施にあたっては、科学研究費補助金 （平
成 20～ 24年度基盤研究 （A） 課題番号：20248024、
研究代表者：大江靖雄） による支援を得た。
注
（1） 本小節の議論は、櫻井 ［4］ 第 2章 5節 （pp.74
～ 85） に依拠している。











（出所）つくいちへの来場者に対する聞き取り調査結果（2011年 10月２日、 11月６日、 12月４日）をもとに筆者作成
表 8　「つくいち」での出店舗利用経験と実店舗利用



















（5） 大地のマーケット・プロジェクト （Mercati 
della Terra） url：www.mercatidellaterra.it （平成
25年 10月 26日参照）
（6） 本小節の議論は、櫻井 ［4］ 第 2章 8節 （pp.107
～ 118） に依拠している。
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農林統計出版，2011．
［5］ 佐藤亮子「さまざまな 「市」 運営の仕組み比較 
: アメリカ・フランス・日本の事例より」『地
域創成研究年報』第 8号，pp.1～ 9，2013．
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